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 成長戦略事業およびＬＳＳ事業に関する推進状況は以下のとおりとなっております。 

 

（成長戦略事業） 

・ＬＮＧに代わる新しい天然ガスの輸送・貯蔵手段として注目されている「天然ガスハイ
ドレート（ＮＧＨ）
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経経経経    営営営営    成成成成    績績績績    及及及及    びびびび    財財財財    政政政政    状状状状    態態態態      停蓬倒�
予算状況を反映し総じて低調に推移しました。一方、中国を中心にアジア向けの輸出が好調であった
ことから輸出全体は緩やかながら増加するなど外需は堅調な推移となり、内需の鈍化を一部補う形と
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【鉄構建設部門】 
国内においては公共投資の低迷を反映して総じて低調に推移し、橋梁や水門などの市況は厳しく落
ち込んでおります。コンテナクレーンにおいても弱含みでありましたが、沿岸開発では比較的堅調な
推移となりました。海外案件において、コンテナクレーンについては案件はあるものの、特に大型案
件では低価格で勝負する中国勢との激しい価格競争が展開されております。なお、当社では施工時の
交通規制を最小限に押さえ、
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２．財政状態２．財政状態２．財政状態２．財政状態
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連   結   財 務 諸 表 等 
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連 結 剰 余 金 計 算 書 

（単位 百万円） 
 

科   目 
当 連 結 会 計 年 度 
（平14.4.1～平15.3.31） 

前 連 結 会 計 年 度 
（平13.4.1～平14.3.31） 

増   減 
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連結キャッシュ・フロー計算書     （単位：百万円） 

科      目 当連結会計年度  
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〔連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項〕 

1.連結の範囲に関する事項 

主要な連結子会社名 
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(2) デリバティブの評価基準及び評価方法 

主として時価法 

(3) 金銭の信託 

主として時価法 

(4) 棚卸資産の評価基準 

原価法（個別法または移動平均法） 

(5) 固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産 主として定率法によっている。耐用年数及び残存価額については、法人
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ヘッジ手段と 
ヘ ッ ジ 対 象 

 ヘッジ手段   ヘッジ対象 
為替予約     外貨建金銭債権債務及び外貨建予定取引 
通貨スワップ   外貨建金銭債権債務 
金利スワップ   借入金及び社債 

ヘ ッ ジ 方 針  財務諸表提出会社の内部規定である「財務取引に関するリスク管理規
定」及び「ヘッジ取引要領」に基づき、為替変動リスク及び金利変動リ
スクをヘッジしている。 

ヘッジ有効性 
評 価 の 方 法 

 キャッシュ・フロー・ヘッジについては、キャッシュ・フローの比較を
もってヘッジ有効性を評価している。 

リスク管理方針  金融資産・負債の固定／流動ギャップから生じる金利リスク及び外貨建
ての金銭債権債務等から生じる為替リスクについては、ヘッジ取引によ
りリスクの低減を行い、そのリスク量を適正な水準に調整している。 

(10) 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税抜方式によっている。 
 
4.連結子会社の資産及び負債の評価に関する事項 

全面時価評価法によっている。 
 
5.連結調整勘定の償却に関する事項 

原則として 5年で均等償却している。 
 
6.利益処分項目等の取扱いに関する事項 
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〔事業の種類別セグメント情報〕 
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〔所在地別セグメント情報〕 
（単位 百万円） 
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〔海外売上高〕 
（単位 百万円） 
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〔生産、受注及び販売の状況〕 

 生    産    実    績 

                                                        （単位 百万円） 
当 連 結 会 計 年 度 
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厭 計 40,078 32,216 △ 7,862 

合    計 41,473 34,120 △ 7,353 

   注) 当連結快快 榛

  その他  54  29  －  － 
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〔退職給付関係       〕 

 

１． 採用している退職給付制度の概要 

当社及び国内連結子会社は、確定給付型の制度として、適格退職年金制度及び退職一時金制度を設

けており、従業員の退職等に際して割増退職金を支払う場合があります。 

当連結会計年度末現在、当社及び連結子会社全体で退職一時金制度は 32 社が有しております。 

 

 

２． 退職給付債務に関する事項 

                                            (単位：百万円) 
 当連結会計年度 
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４． 退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 
 


